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一般社団法人能登里海教育研究所 海洋教育促進プログラム 

 

令和６年度実施事業の概要 

 

本年度は 2024 年 1 月 1 日に発生した能登半島地震による影響が残る中で、海洋教育

の継続的実践を目指して取り組みました。具体的には、県内外に展開してきた海洋教育

コーディネート活動と教職員向けのオンライン研修を継続し、石川県能登町、珠洲市、

七尾市、金沢市、県外では富山県、長野県、千葉県、東京都、兵庫県、神奈川県などオ

ンラインも活用して授業支援の範囲を広げるとともに、豊島区の区立全中学校を含む海

洋教育実践校を新たに支援しました。 

また能登半島地震により影響を受けた教育現場の復旧支援にも積極的に取り組み、

藤原ナチュラルヒストリー振興財団等と連携して被災各校への教材提供等の支援、国立

科学博物館巡回展「キモかわすごい！海の骨なしどうぶつの世界」の七尾開催、奥能登

開催の支援等、復興支援事業のコーディネートを行いました。 

これらに関する情報共有・発信としては、2024 年度 ESD-J 車座トーク、2024 年度

北陸ESD推進コンソーシアム成果報告会、北陸ユネスコスクール教育実践交流・SDGs･

ESD オンライン講座、海辺の環境教育フォーラム 2024、石川✕東北研究者対話セミナ

ー2024、日本学術会議公開シンポジウム、富山湾研究会市民講演会等で能登半島地震の

調査とその後の教育及び復興への支援について講演を行いました。 

海とみらいと科学の日 2024 や里海教育セミナー等を通じて新たな海洋教育プログ

ラム開発に取り組んだほか、主催した「第 7 回いしかわ海洋教育フォーラム 復興教育

研究の最前線 能登の里山里海・生物多様性の変動を探る」では、震災後の創造的な海

洋教育の復興に向けたアプローチについて方向性を示しました。また能登半島地震及び

奥能登豪雨の影響とその後の復興の記録を収集・公開することと、復興教育・防災教育

への利活用を目的として、災害復興デジタルアーカイブ「のと・きろくとまなびと」を

新たに構築し、発災後の活動の記録、自然環境も含む被災状況の記録、そして被災後の

困難の中で実施してきた海洋教育支援の記録等をまとめて公開しました。 

 

 
小木小学校 4～6 年生の隆起海岸（黒島漁港）での観察 
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1－1 海洋教育特例校における海洋教育  

 

石川県能登町立小木小学校の取り組みの概要 

 

 石川県能登町立小木小学校は平成 27 年度から継続して文科省の特例校に指定され、

「里海科」が設置されています。里海科は平成 27 年度の開始時より 5 年生と 6 年生に

それぞれ 35 時間が割り当てられています。また 1～4 年生は生活科、理科、社会、総

合、家庭の時間を使って「里海活動」を実施しています。 

能登里海教育研究所は、金沢大学環日本海域環境研究センター臨海実験施設、能登町

教育委員会と協力し、必要に応じて授業の一部指導や、専門知識をもつ地域の方を支援

員としてコーディネートし、連携施設との調整、器材提供を行い、里海科と里海活動の

支援を行っています。本校の海洋教育カリキュラムを継続的に実施するため、実践支援

と教員へのフォローアップを行いました。 

 

小木小学校の海洋教育実施状況（令和 6年度年間計画） 

 

  

学年 海洋教育充当科目・配分時数 学習内容 

1 年 生活科 16 時間 海辺の季節変化 

2 年 生活科 15 時間 
海の生き物の飼育 

水族館をつくろう 

3 年 総合 70 時間 
わたしたちの海と川を知ろう 

わたしたちの海を守ろう 

4 年 総合 78 時間 小木の伝統「祭」を残そう 

5 年 
理科 14 時間・社会 16 時間・

総合 5 時間 

水産業のさかんな地域 

流れる水のはたらき 

海岸清掃 

6 年 
理科 10 時間・総合 10 時間・

家庭 10 時間 

海産物を使った献立作り 

防災 



 

3 

2025 年 2 月 1 日 北陸中日新聞 

 

 

小木小学校発行の「里海通信」（令和 6 年 12 月 24 日） 
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第 1学年の実施内容 

 

 小学 1 年生は国語と生活科の時間を利用し、能登町にある海の自然を活かした体験

授業を行いました。身近な自然を観察し、季節ごとの特徴や変化を探し、生き物と触

れ合うことで海に親しむ学習を行いました。次項に第 1 学年の里海活動年間計画を紹

介します。 

 

 

「生きものだいすき」活動 
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里海活動年間計画                            第１学年 

月 題 材 名（教科） 
指 導 の 内 容 

内容 学  習  活  動 

４
月 

   

５
月 

＜あそびばにでかけよう＞ 

・みんなであそぼう 

 

（生活科：３時間） 

A 

 

① 五色が浜や東町の海辺に行き，里海の春の様子を諸感覚で感じなが

ら，海藻を採集する。 

② クロムブックを活用し、お気に入りの海藻の絵を描く。 

③ 絵を見せ合い、気づいたことを交流する。 

６
月 

   

 

７
月 

＜なつとなかよし＞ 

・なつとあそぼう 

（生活科：３時間） 

A 

 

 

① 五色が浜に行き，里海の夏の様子を諸感覚で感じながら，海辺の自然

と触れ合う。 

② 遊んだことや見付けたことについて，絵や言葉で表し，友達に伝える。 

９
月 

   

10 

月 

   

11 

月 

＜あきとなかよし＞ 

 

 (生活科：６時間) 

B 

 

 

 

 

① 五色が浜に行き，春や夏に来たときとの違いや変化を探したり，秋の

特徴を探したりする。 

② 木の実，海藻や貝殻を集め，できる遊びや道具を考える。 

③ 遊び道具の設計図を作る。 

④ 設計図をもとに木の実や海藻，貝殻を使って遊び道具を作る。 

⑤ 遊び道具を使って遊び，面白い所や工夫しているところを話し合う。 

⑤ さらに楽しく遊べるように工夫して作る。 

12 

月 

  

 

 

１
月 

   

２
月 

   

３
月 

＜ふゆとなかよし＞ 

・秋と冬のうみをくらべよう 

（生活科：２時間） 

＜生きものだいすき＞ 

・生きものとふれあおう 

（生活科：２時間） 

B 

 

 

 

A 

 

① のと海洋ふれあいセンターの海辺に行き，秋に来たときとの違いや変

化を探したり，冬の特徴を探したりする。 

② 海辺で気付いたことや発見したことをカードに書き，伝え合う。 

③ のと海洋ふれあいセンターの海辺に行き，ヤドカリや貝，カニなどを

採集し持ち帰る。 

③ 教室で一週間程度飼育する。観察して感じたことを伝え合う。 

※内容 A 海に親しむ B 海を知る C 海を守る D 海を利用する 
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第 2学年の実施内容 

 

小学 2 年生は 1 年生と同様に生活科の時間を利用し、のと海洋ふれあいセンターの

屋外タッチプールで生き物を採集し、教室に設置した水槽で一定期間飼育して生き物が

好む住み家やエサについて調べ、動物の飼育や生き物にも生命があることを学びました。 

本年度は同校 1、3 年生に、2 年生がペアごとに担当した水槽「きらきら水ぞくかん」

を紹介しました。次項に第 2 学年の里海活動年間計画を紹介します。 

 

 

動物採集と観察 

 

 

水族館づくり 
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里海活動年間計画                              第２学年 

月 題 材 名（教科） 
指 導 の 内 容 

内容 学  習  活  動 

４
月 

   

５
月 

   

６
月 

   

７
月 

＜みんな生きている＞ 

・どんな生き物がいるのかな 

（生活科：２時間） 

A ①九十九湾にはどんな生き物が住んでいるか、１年時の活動を思い起

こしたり、図鑑で調べたりする。 

②秋に「九十九っ子水族館」を開くという大きなゴールを設定する。 

③先輩にこれまでの学習経験をインタビューしたり、図鑑で育て方・

住みかを調べたりして、学習計画を立てる。 

９
月 

＜みんな生きている＞ 

・生きものをそだてよう 

（生活科：４時間） 

 

A 

C 

のと海洋ふれあいセンター下の九十九湾にて 

①育てたい生き物を採取する。 

②住みかに必要な材料を採取する。 

  （生き物と材料は里海研究所に一時保管してもらう） 

・大切に育てよう 

（生活科：２時間） 

 

B ①住みかを作り、生き物を入れて住み心地（隠れ場として作った岩陰

に隠れるか等）を確認する。 

②生き物の世話をする。 

・生きものをよく見よう 

（生活科：２時間） 

B ①継続して生き物を飼育し、生き物の特徴や変化の様子に注目して観

察し、記録する。 

10 

月 

＜みんな生きている＞ 

・はっ見したことを知らせよう 

（生活科：３時間） 

B ①みんなに知らせる計画・準備をする。 

②発表会（九十九っ子水族館）を開く。 

・生きものさん元気でね 

 （生活科：２時間） 

D のと海洋ふれあいセンター下の九十九湾にて 

①生きものを海に還す。 

11 

月 

   

12 

月 

   

１
月 

   

２
月 

   

３
月 

   

※内容 A 海に親しむ B 海を知る C 海を守る D 海を利用する 
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第 3学年の実施内容 

 

小学 3 年生はふるさとの特徴について考えることを目的とした乗船体験や、漁業を学

ぶ特別授業を行いました。金沢大学環日本海域環境研究センター臨海実験施設や JF い

しかわ小木支所、石川県水産総合センターによる支援をコーディネートしました。次項

に第 3 学年の里海活動年間計画を紹介します。 

 

 

「わたしたちの海について調べよう」授業 

 

2024 年 6 月 8 日 北陸中日新聞 
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 里海活動年間計画                                              第３学年 

月 単 元 名（時数） 
指  導  の  内  容 

内容 学  習  活  動 

4

月 

海の生き物を調べよう 

～海と川の生き物の違いから～ 

（総合的な学習の時間：９時間） 

A 

B 

①これまでの学習を振り返り，九十九湾にいる生き物について話し

合う。 

②九十九湾を探検し，生き物や生き物の特徴を知る。 

③九十九湾を探検し分かったことをまとめる。 
5

月 

6

月 

川の生き物を調べよう 

～海と川の生き物の違いから～ 

（総合的な学習の時間：１８時間） 

A 

B 

①松波川にどんな生き物がいるか予想する。 

②松波川を探検し，生き物や生き物の特徴を知る。 

③松波川を探検し分かったことをまとめる。 

④海と川の生き物は，住んでいる環境の違いによってどのような違

いや似たところがあるのか考える。 

⑤海と川を行き来する生き物について知る。 

⑥これまでに分かったことをまとめる。 

7

月 

9

月 

わたしたちの海を守ろう 

～海・川・山の関係は？～ 

 

～美しい小木の海に～ 

（総合的な学習の時間：３５時間） 

 

B ①海と川と山の関係について調べる。 

10 

月 

C ①小木の海に流れ着いた海洋ごみを見て話し合う。 

②海岸の漂着物がどこから来たのか調べる計画を立てる。 

③調べるために海岸清掃をし，ごみを分別する。 

④GT を招き，海流や風などの自然現象が原因であることを知る。 

⑤水の流れによって陸のごみが海へ流れ着くことを知る。 

⑥ごみの分別をして分かったことをまとめる。 

⑦小木の海を守るために，自分達にできることは何か考える。 

⑧海を守るために海岸清掃をする。 

⑨海を守ることを呼びかけるポスターを作成する。 

11 

月 

12 

月 

１
月 

２
月 

１年間の振り返りをしよう 

（総合的な学習の時間：８時間） 

A 

B 

C 

①どのような活動をしたか振り返る。 

② まとめ方を考える。 

 

３
月 

※内容 A 海に親しむ B 海を知る C 海を守る D 海を利用する 

 

 

 



 

10 

第 4学年の実施内容 

 

小学 4 年生は地域の祭り文化を学んだほか、輪島市黒島海岸での海岸隆起の見学に参

加しました。次項に第 4 学年の里海活動年間計画を紹介します。 

 

 

5、6 年生と黒島海岸見学 
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 里海活動年間計画                                              第４学年 

月 単 元 名（時数） 
指  導  の  内  容 

内容 学  習  活  動 

4

月 

残そう、小木の伝統「祭」 

～小木の伝統「祭」を残すために、

地域の人に向けて発信しよう！～ 

「伴旗祭りについて調べよう」 

（総合的な学習の時間：２８時間） 

A 

B 

D 

①これまでの学習を振り返り，九十九湾にいる生き物について話し

合う。 

②九十九湾を探検し，生き物や生き物の特徴を知る。 

九十九湾を探検し分かったことをまとめる。①小木の祭りを広げる

ために，自分たちにできることを出し合う。 

②年間計画やゴールを確認し，見通しをもつ。 

③小木の祭りを紹介する方法を考える。 

（ポスター，サイト，スライドなど） 

④伴旗祭りの良さについて意見を出し合う。 

⑤本やインターネットなどを使い、伴旗祭りについて調べる。 

⑥GT から由来や良さ、問題点について話しを聞く。 

⑦伴旗祭りの集めた情報をまとめる。 

5

月 

6

月 

7

月 

9

月 

残そう、小木の伝統「祭」 

～小木の伝統「祭」を残すために、

地域の人に向けて発信しよう！～ 

「秋祭りについて調べよう」 

（総合的な学習の時間：３０時間） 

A 

B 

C 

①秋祭りの良さについて意見を出し合う。 

②本やインターネットなどを使い、秋祭りについて調べる。 

③GT から由来や良さ、問題点について話しを聞く。 

④秋祭りの集めた情報をまとめる。 

⑤広め方について意見を出し合う。 

⑥ポスターや新聞、動画を作成する。 

⑦作成したものを協力施設へ送る。（能登ほっとライン） 

10 

月 

11 

月 

12 

月 

１
月 

残そう、小木の伝統「祭」 

～小木の伝統「祭」を残すために、

地域の人に向けて発信しよう！～ 

「一年間を振り返ろう」 

（総合的な学習の時間：２０時間） 

D ①協力してほしい施設へ情報発信のお願いをする。 

②里海発表会に向けて、これまでの学びをまとめる。 

③里海発表会で発表する。 

④１年間の学習を振り返る。 ２
月 

３
月 

※内容 A 海に親しむ B 海を知る C 海を守る D 海を利用する 
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第 5学年の実施内容 

 

 小学 5 年生は里海科において、地域の産業であるイカ漁業を学ぶプログラムを計画し

たほか、川の働きの学習を通じて海とのつながりを学びました。また輪島市黒島海岸で

の海岸隆起の見学に参加したほか、6 年生と合同での着衣泳体験授業、小木中学校 3 年

生と合同での海岸清掃を実施しました。次項に第 5 学年の里海活動年間計画を紹介しま

す。 

 

 

6 年生と着衣泳体験授業 
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里海科年間計画                                第５学年 

 

 

 

 

月 

単 元 名 

【教科】（時

数） 

指 導 の 内 容 

領域 学習活動 評価規準 

５
月 

植物の発芽と成長 

【理科】（４時間） 

・植物の成長に関係

する条件 

・陸と海の植物の成

長の違い 

Ｂ 

 

 

①海の植物である海そうの成長につ

いて調べる。 

②陸と海の植物の成長について学ん

だことをまとめる。 

Ⅰ植物の成長について，実験などの目的に応じ

て，得られた結果を適切に記録している。 

Ⅱ日光と成長，肥料と成長との関係を得られた

結果を基に考察し，表現している。 

Ⅲ日光や肥料と成長との関係について，条件を

制御して調べ，条件による成長の違いを記録

しようとしている。 

イカす会に参加しよう 

【総合】（２時間） 

Ｂ ①地域の活性化をめあてにした「イカ

す会」に参加して，イカ釣り船の様

子やイカの生態を知る。 

Ⅲイカ釣り船のしくみやイカの生態に興味を

持って活動している。 

６
月 

イカ釣り船団見送り 

【総合】（１時間） 

Ｂ ①小木地区におけるイカ釣り船団の

様子から伝統的な産業であることを

知る。 

Ⅰイカ釣り船団の見送りを通してイカ漁に興

味を持ち，伝統的な産業であることを知ろう

している。 

水産業のさかんな地域 

【社会】（７時間） 

 

・沖合漁業の様子 

・漁港の様子 

・魚の輸送について 

Ａ 

Ｂ 

Ｄ 

①日ごろから多くの水産物を消費し

ていることを調べる。 

 水産物の水揚げについて、学習問題

をつくり、予想や計画を立てる。 

②小木の沖合漁業の様子について調

べる。 

③小木漁港やそのまわりの様子につ

いて調べる。  

Ⅰ資料から必要な情報を読み取り，働く人の工

夫や苦労を理解している。 

Ⅰ資料から必要な情報を読み取り，佐賀市のの

りの養殖の様子や資料などから，のりを出荷

するまでの働く人の工夫や努力を理解して

いる。 

Ⅱ銚子漁港では，魚種ごとに市場が分かれてい

ること，その周辺には水産関連施設が充実し

◎評価の観点 

Ⅰ…知識及び技能  Ⅱ…思考力・判断料・表現力等  Ⅲ…学びに向かう力・人間性等 

理科（１４時間），社会科（１６時間），総合的な学習の時間（５時間） 
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７
月 

・養殖業について 

 

 

 

④魚の輸送について調べるとともに、

これまで学習を振り返り、自分の考

えをまとめ、話し合う。 

 

⑤穴水町のカキがどのように育てら

れ，出荷されているかを，カキ養殖

業をされている方から話を聞く。（7

月） 

ていることなどと，銚子漁港が水あげ量が日

本一であることを関連付けて考え，表現して

いる。 

Ⅱ水産業の仕事の工夫や努力とその土地の自

然条件や需要を関連付けて，水産業に関わる

人々の働きを考え，表現している。 

Ⅱ水産物の種類や量に着目して，問いを見いだ

している。 

Ⅲこれまでの学習を振り返り，学習問題つい

て，予想と違ったことや新たに気付いたこと

などを話し合うことにより，さらに調べるこ

とを見いだし，見通しをもって追究してい

る。 

９
月 

花から実へ 

【理科】（５時間） 

・受粉と実のでき方

との関係 

Ｂ ①花のおしべの働きを考え、花粉を顕

微鏡で観察する。 

②両性花と単性花の花のつくりと結

実部分、花粉についてまとめる。 

③開花前の植物のめしべを観察する。

ヘチマの花粉は開花後に運ばれ、受

粉することをまとめる。 

④受粉富のでき方の関係を調べるた

めの方法を考える。花粉の働きを調

べる。 

 

Ⅰ植物の花のつくりについて，観察，実験など

の目的に応じて顕微鏡を正しく扱いながら

調べ，適切に記録している。 

Ⅰ花にはおしべやめしべなどがあり，花粉がめ

しべの先に付くとめしべのもとが実になり，

実の中に種子ができることを理解している。 

Ⅱ植物の花のめしべを観察して，花粉がめしべ

の先に運ばれるのはいつかを考え，表現して

いる。 

Ⅱ実ができるときの花粉の働きについての問

題に対して，予想や仮説を基に，解決の方法

を考え，表現している。 

Ⅲ植物の花のつくりについて，おしべの働きを

考えながら，花粉を顕微鏡で調べようとして

いる。 

10 

月 

流れる水のはたらき 

【理科】（５時間） 

・川の災害が海にも

たらす影響 

・川の様子 

・天気と川の関係 

・環境問題について 

Ｃ ①川の水による災害や災害に対する

備えについて，調べたり考えたりす

る。 

②九里川尻川を観察して，川や川の周

りの土地の様子について調べる。 

 （観察１時間） 

③流れる水の働きと土地の変化につ

いて，学んだことをまとめる。 

④川と海との関係を振り返る。 

※３年生時の学習をさらに深める。 

⑤天気は，わたしたちのくらしに大き

な影響を与えていることを，これま

でに学んだことをもとに振り返る。 

Ⅱ川の水による災害や災害に対する備えにつ

いて調べ，災害に備えることの重要性を考

え，表現している。 

Ⅲ実際の川を観察した結果から，流れる水の

働きについて考えようとしている。 

Ⅰ流れる水の働きと土地の変化について学ん

だことを理解している。 

Ⅲ流れる水の働きについての学習を振り返り，

表現しようとしている。 
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２ 

月 

環境とわたしたちの 

くらし 

【社会】（６時間） 

・海と環境 

・地球温暖化による 

海の変化 

Ｃ ①環境を守るために，自分たちにでき

ることを考え，話し合う。 

②話し合ったことをまとめる。 

 

Ⅱ公害の発生時期や経過，人々の協力や努力

に着目して，問いを見いだしている。 

Ⅰ年表などの資料から必要な情報を読み取

り，公害に対する取組について理解してい

る。 

Ⅰグラフや表などの資料から情報を関連付け

て読み取り，関係機関の努力により，環境

が改善されていったことを理解している。 

Ⅱ公害防止の取組と環境改善や人々の健康な

生活を関連付けて，公害防止の継続的，協

力的な取組の大切さを考え，表現してい

る。 

Ⅲ学習したことを基に，国土の環境保全のた

めに自分たちにできることなどを考えよう

とする。 

校内里海発表会で伝 

えよう 

【総合】（２時間） 

Ｃ ①学習してきたことを発表する。 

※１～６年生，地域，関係機関，中学

生に向けて発表する。 

Ⅲ学習したことを相手意識を持って発表しよ

うとしている。 

Ⅰ他学年の発表を見て，海洋教育について学

びを深めている。 

３

月 

自然災害から人々を 

守る 

【社会】（３時間） 

Ｂ ①日本が世界の中でも自然災害が起

こりやすい国である理由を考える。 

②自然災害から命や大切なものを守

るために、自分たちにはどのような

備えが必要かを考える。 

 

Ⅱ日本で発生する様々な自然災害と国土の自

然条件を関連付けて，自然災害が発生する

理由について考え，表現している。 

Ⅲ自然災害から自分たちのち命を守るため

に、自分たちにできることなどを考えよう

としている。 

 

 

 

  

※領域 A 海に親しむ B 海を知る C 海を守る D 海を利用する 
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第 6学年の実施内容 

 

小学 6 年生は里海科において、5 年生と合同での着衣泳体験授業、小木中学校 3 年

生と合同での海岸清掃、海に関する仕事の職場体験、地域の海産物を使った一食の献立

「里海給食」立案等を実施しました。また輪島市黒島海岸での海岸隆起の見学に参加し

ました。次項に第 6 学年の里海活動年間計画を紹介します。 

 

 

植物のからだのはたらき 

 

 

5 年生、小木中学校 3 年生と清掃活動 
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里海科年間計画                             第６学年 

 

 

 

月 

単 元 名 

【教科】（時

数） 

指 導 の 内 容 

領域 学習活動 評価規準 

６
月 

イカ釣り船団見送り 

【総合】（2 時間）   

Ｂ 

 

①小木地区におけるイカ釣り船団の様子か

ら伝統的な産業であることを知る。 

Ⅰイカ釣り船団の見送りを通して

イカ漁に興味を持ち，伝統的な産

業であることを知ろうしている。 

植物のからだのはたらき 

【理科】（2 時間） 

 

Ｂ ①海草のつくりを観察し、はたらきについ

てまとめる。 

②実験結果を基に，葉に日光が当たるとで

んぷんができるか考え，まとめる。 

③植物の水の通り道や日光との関わりにつ

いて，学んだことをまとめる。 

Ⅰ植物の葉に日光が当たるとでん

ぷんができることを理解してい

る。 

Ⅱ実験結果を基に，葉に日光が当た

るとでんぷんができるかについて

考察し，より妥当な考えをつくり

だして表現している。 

Ⅲ植物と日光との関わりについて

学んだことを生かして，身の回り

の事物・現象について考えようと

している。 

７
月 

生き物どうしのかかわ

り 

【理科】（３時間） 

 

Ｂ 

Ｃ 

 

①ダンゴムシが落ち葉を食べる様子や水中

の小さな生き物を観察するなどして，自

然の中での動物の食べ物を調べる。(観察

１） 

②観察結果を基に，生物の食べ物を通した

関わりについて考え，まとめる。 

③生き物と水との関わりについて考え，ま

とめる。地球をめぐる水と生き物との関

わりについて考える。生き物と食べ物，空

気，水との関わりについて，学んだことを

まとめる。 

Ⅰ・自然の中での動物の食べ物につ

いて，顕微鏡などを正しく扱いな

がら調べ，得られた結果を適切に

記録している。 

 ・生物の間には，食う食われると

いう関係があることを理解してい

る。 

Ⅱ観察したり調べたりした結果を

基に，生き物の食べ物を通した関

わりについて考察し，より妥当な

考えをつくりだして，表現してい

る。 

Ⅲ・生き物と環境との関わりについ

て学んだことを生かして，生き物

と食べ物，空気，水との関わりや

水の循環について考えようとして

いる。 

・生物は，水及び空気を通して周囲

の環境と関わって生きていること

を理解している。 

９
月 

クリーン大作戦 

【総合】（５時間） 

Ｃ ①中学生との清掃活動を行う。 

②ごみの分別を行う。 

③ 学んだことをまとめる。 

Ⅱ海岸清掃を通して，環境とくらし

の関係を捉え，自分の暮らしにつ

いて見つめ直している。 

◎評価の観点 

Ⅰ…知識及び技能  Ⅱ…思考力・判断力・表現力等  Ⅲ…学びに向かう力・人間性等 

理科（１０時間），家庭科（１０時間），総合的な学習の時間（１０時間） 
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10 

月 

～  

12 

月 

まかせてね今日の食

事 

【家庭】（１０時間） 

Ａ 

Ｄ 

①教科書 p.118 を参考にご飯とみそ汁に組

み合わせるおかずを考え，どのように選

んでいるか話し合う。 

②献立の立て方について考え，１食分の献

立を立てる。 

③立てた献立を３つの食品のグループに分

けて栄養バランスを確認し，修正する。 

④修正した献立をもとに，グループで工夫

の仕方や修正の仕方について話し合い，

自分に生かせることを取り入れ，修正す

る。 

⑤ゆでたり，いためたりして作る主菜と副

菜のための調理計画を考える。 

⑥調理計画にそっておかずを作る。 

⑦食事の仕方を工夫することについて考え

る。 

⑧作成した献立をグループで発表し合い，

計画を修正する。 

⑨友達の意見から新たな課題を見つけ，健

康を考えた食事の仕方についてまとめ

る。 

Ⅰ・献立を構成する要素がわかり，

１食分の献立作成の方法について

理解している。 

 ・材料に適したゆで方やいため方

を理解し適切にできる。 

Ⅱ・１食分の献立の栄養バランスに

ついて，問題を見いだして課題を

設定している。 

・１食分の献立の栄養バランスに

ついて考え，工夫している。 

 ・１食分の献立作成やおいしく食

べる調理の仕方について問題を見

いだして課題を設定し，様々な解

決方法を考え，実践を評価・改善

し，考えたことをわかりやすく表

現している。 

Ⅲ・栄養を考えた食事について，課

題の解決に向けて主体的に取り組

もうとする。 

 ・家族の一員として，生活をより

よくしようと，栄養を考えた食事

やおいしく食べるための調理の仕

方について，課題の解決に向けて

主体的に取り組んだり，ふり返っ

て改善しようとしたり，生活を工

夫し，実践しようとしている。 

２
月 

校内里海発表会で伝 

えよう 

【総合】（３時間） 

Ａ 

Ｂ 

①発表の準備をする。 

②学習してきたことを発表する。他学年の

発表を聞く。 

Ⅲ学習したことを相手意識を持っ

て発表しようとしている。 

Ⅰ他学年の発表を見て，海洋教育に

ついて学びを深めている。 

２
月
～
３
月 

地球に生きる 

【理科】（５時間） 

 

Ｃ 

Ｄ 

 

①地球の写真を見て，何が見えるか考え，最

初の単元「地球とわたしたちのくらし」で

考えたことと比べる。 

②人と水や空気，生き物などの環境とのか

かわりや，人のくらしが環境に及ぼす影

響について調べる。 

③調べた結果を発表し合い，これからも地

球でくらし続けていくために，人はどの

ような工夫や努力をしているか考え，ま

とめる。 

Ⅰ人と空気や水，生き物との関わり

について，資料などを選択して調

べ，得られた結果を適切に記録し

ている。 

Ⅱ・人と地球の関わりについて，問

題を見いだし，予想や仮説を基に，

解決の方法を発想し，表現してい

る。 

 ・既習の内容や生活経験を基に，

人が地球で暮らし続けるために，

自分たちでできることについて考

え，より妥当な考えをつくりだし

て，表現している。 

※領域 A 海に親しむ B 海を知る C 海を守る D 海を利用する 
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1－2 石川県能登町の小中学校への海洋教育支援 

 

能登里海教育研究所では、海洋教育特例校である小木小学校を中心に、主に石川県能

登町において海洋教育実践の支援を継続して行っています。他校・他地域でも普及可能

なモデル化を目標に海洋教育プログラムを作成してきました。 

海洋教育特例校である小木小学校での授業実践をモデルに、能登町内各小中学校で

海洋教育カリキュラムを継続的に実施するため、実践支援と教員へのフォローアップを

行いました。海の観察ガイドブックの提供を行い、合わせて新規プログラムの検討を行

いました。本年度は新たに里海・里川復興教育プログラムを実施しました。また昨年度

に引き続き、松波中学校ではふりかけづくりプログラム、能都中学校ではイカ解剖観察

プログラムを実施しました。 

 

 

鵜川小学校 3、4 年生の磯の生物観察 
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令和６年度 石川県能登町の小中学校教育における海洋教育支援一覧 

（石川県能登町立小木小学校の海洋教育支援をのぞく） 

学校名・対象 日付 主催・担当組織 学習内容 

小木中学校 

1-3 年生 

2024 年 4 月 11 日 学校・能登里海教育

研究所 

とも旗作り授業（見

学・助言等） 

小木中学校 

1-3 年生 

2024 年 4 月 18 日 学校・能登里海教育

研究所 

とも旗作り授業（見

学・助言等） 

小木中学校 

1-3 年生 

2024 年 4 月 25 日 学校・能登里海教育

研究所 

とも旗作り授業（見

学・助言等） 

小木中学校 

1-3 年生 

2024 年 5 月 2 日 学校・能登里海教育

研究所 

とも旗祭り 

松波中学校 3 年生 2024 年 5 月 21 日 学校・能登里海教育

研究所 

海藻ふりかけ作り 

松波中学校 3 年生 2024 年 6 月 11 日 学校・能登里海教育

研究所 

海藻ふりかけ作り(試

作) 

松波中学校 1 年生 2024 年 7 月 4 日 学校・能登里海教育

研究所・のと海洋ふ

れあいセンター 

藻塩作り体験 

小木中学校 1 年生 2024 年 7 月 5 日 学校・能登里海教育

研究所 

特別授業「能登の海岸

の特徴と、地震の影

響」 

鵜川小学校 6 年生 2024 年 7 月 8 日 学校・能登里海教育

研究所 

海洋ゴミ学習 

鵜川小学校 

3, 4 年生 

2024 年 7 月 18 日 学校・能登里海教育

研究所・のと海洋ふ

れあいセンター 

磯の生物観察 

小木中学校 1 年生 2024 年 7 月 18 日 学校・能登里海教育

研究所・のと洋ふれ

あいセンター 

スノーケリング体験 

宇出津小学校 

3, 6 年生 

2024 年 8 月 7 日 学校・能登里海教育

研究所 

海の安全教室（着衣

泳） 

松波中学校 3 年生 2024 年 9 月 4 日 学校・能登里海教育

研究所・和平商店 

ふりかけ製造体験 

鵜川小学校 

3, 4 年生 

2024 年 9 月 5 日 学校・能登里海教育

研究所・のと海洋ふ

れあいセンター 

磯観察 

小木中学校 3 年生

（小木小学校 5, 6

年生・合同） 

2024 年 9 月 5 日 学校・能登海上保安

署・能登里海教育研

究所 

海洋ゴミ学習・海岸清

掃体験 

柳田小学校 

5, 6 年生 

2024 年 9 月 6 日 学校・OPEN JAPAN・

能登里海教育研究所 

カヌー・サップ体験 



 

21 

鵜川小学校 6 年生 2024 年 9 月 10 日 学校・能登里海教育

研究所 

海藻ふりかけ作り体

験 

宇出津小学校 

2 年生 

2024 年 9 月 17 日 学校・能登里海教育

研究所・のと海洋ふ

れあいセンター 

磯観察（宝物探し） 

小木中学校 3 年生

（小木小学校 5 年

生・合同） 

2024 年 9 月 18 日 学校・能登海上保安

署・能登里海教育研

究所 

海洋ゴミ事後学習 

松波中学校 3 年生 2024 年 9 月 25 日 学校・能登里海教育

研究所 

ふりかけ製造体験 

松波中学校 1 年生 2024 年 9 月 26 日 学校・能登里海教育

研究所・のと海洋ふ

れあいセンター 

スノーケリング体験 

松波中学校 2 年生 2024 年 10 月 2 日 学校・能登里海教育

研究所・のと海洋ふ

れあいセンター 

スノーケリング体験 

鵜川小学校 

3, 4 年生 

2024 年 10 月 4 日 学校・能登里海教育

研究所 

飼育動物お別れ会 

松波小学校 4 年生 2024 年 10 月 9 日 学校・能登海上保安

署・能登里海教育研

究所 

海洋ゴミ学習 

宇出津小学校 

5 年生 

2024 年 10 月 10 日 学校・能登里海教育

研究所・能登少年自

然の家 

魚釣り体験 

松波中学校 2 年生 2024 年 10 月 25 日 学校・能登里海教育

研究所 

海洋環境学習インタ

ビュー 

柳田小学校・町野

小学校 4 年生 

2024 年 10 月 29 日 学校・能登里海教育

研究所・のと海洋ふ

れあいセンター 

塩作り体験・磯の生物

観察 

能都中学校 2 年生 2024 年 11 月 12 日 学校・ゲストティー

チャー：鈴木信雄教

授（金沢大学臨海実

験施設）・能登里海教

育研究所 

イカ解剖観察 

松波小学校 6 年生 2024 年 12 月 18 日 学校・能登里海教育

研究所 

プランクトン観察 

柳田小学校・町野

小学校 4 年生 

2025 年 2 月 4 日 学校・ゲストティー

チャー：荒川裕亮氏

（のと海洋ふれあい

センター）・能登里海

教育研究所 

里川復興プログラム 

小木中学校在校

生・卒業生 

2025 年 3 月 29 日 学校・白湾ラボ・能登

里海教育研究所 

「最後の登校日」特別

授業 
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柳田小学校5、6年生のカヌー・サップ体験 

 

小木中学校 1 年生のスノーケリング体験 

 

松波中学校 1 年生の藻塩作り体験 

 

鵜川小学校 6 年生の海洋ゴミ学習 

 

宇出津小学校 3、6 年生の海の安全教室    

 

松波小学校 4 年生の赤崎海岸清掃活動 

 

2024 年 11 月 13 日 北國新聞 
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2024 年 4 月 19 日 北國新聞 

 

 

2024 年 5 月 3 日 北国新聞 
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1－3 石川県内外の学校における海洋教育 

 

 これまでの海洋教育推進事業を通じて石川県能登町で確立した海洋教育プログラム

を活用し、石川県金沢市、七尾市、珠洲市、県外では千葉県、富山県、兵庫県、東京都、

埼玉県、神奈川県などの学校を対象に海洋教育の実践及び実践支援活動を行いました。

震災の影響で長野県松本県ヶ丘高等学校（海洋教育パイオニアスクール）の能登実習が

中止となりましたが、石川県立七尾高等学校など前年度臨海実習実施各校については、

開催場所を変更するなどして実施しました。 

本年度は被災地の学校である珠洲市立若山小学校や七尾特別支援学校輪島分校への

新規支援を行なった他、豊島区の区立中学校全校と戸田市立美笹中学校や千葉県立特別

支援学校市川大野高等学園等に新規支援を行いました。 

 

 

千川中学校のイカの生態と海洋環境 
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令和６年度 学校教育における海洋教育支援一覧 

（能登町の小中学校をのぞく地域） 

学校名・対象 日付 主催・担当組織 学習内容 

金沢市立西南部小

学校 6 年生 

2024 年 6 月 13 日 学校・ゲストティー

チャー：鷹巣真琳氏

（金沢大学臨海実験

施設）・能登里海教

育研究所 

海洋ゴミ授業 

金沢二水高校 

1 年生 

2024 年 7 月 4 日 学校・金沢大学臨海

実験施設・能登里海

教育研究所 

臨海実習事前授業 

七尾高校 1 年生 2024 年 7 月 

9～12 日 

学校・金沢大学臨海

実験施設・能登里海

教育研究所 

マリンサイエンス・野

外採集、課題研究、発

表会 

金沢二水高校 

1 年生 

2024 年 7 月 

29～31 日 

学校・金沢大学臨海

実験施設・能登里海

教育研究所 

臨海実習（野外採集、

課題研究） 

砺波高校 1 年生 2024 年 8 月 

5～7 日 

学校・金沢大学臨海

実験施設・能登里海

教育研究所 

臨海実習（課題研究、

課題研究発表会） 

珠洲市立若山小学

校 1-4 年生 

2024 年 9 月 13 日 学校・のと海洋ふれ

あいセンター・能登

里海教育研究所 

磯の生物観察 

珠洲市立若山小学

校 5, 6 年生 

2024 年 9 月 13 日 学校・のと海洋ふれ

あいセンター・能登

里海教育研究所 

スノーケリング 

豊島区立駒込中学

校 2 年生 

2024 年 10 月 3 日 学校・能登里海教育

研究所 

イカ解剖観察事前学習 

豊島区立千登世橋

中学校 2 年生 

2024 年 10 月 3 日 学校・能登里海教育

研究所 

イカ解剖観察事前学習 

珠洲市立宝立小中

学校 8 年生 

2024 年 10 月 16 日 学校・能登里海教育

研究所 

イカ解剖観察授業 

戸田市立美笹中学

校 2 年生 

2024 年 10 月 17 日 学校・能登里海教育

研究所 

イカ解剖観察授業 

豊島区立巣鴨北中

学校 2 年生 

2024 年 10 月 18 日 学校・能登里海教育

研究所 

イカ解剖観察事前学習 

豊島区立西巣鴨中

学校 2 年生 

2024 年 10 月 22 日 学校・能登里海教育

研究所 

イカ解剖観察事前学習 
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豊島区立西池袋中

学校 2 年生 

2024 年 10 月 23 日 学校・能登里海教育

研究所 

イカ解剖観察事前学習 

愛知県・城北つば

さ高等学校昼間部 

2024 年 11 月 12 日 学校・能登里海教育

研究所 

イカ下敷き提供 

豊島区立千川中学

校 2 年生 

2024 年 11 月 21 日 学校・能登里海教育

研究所 

イカ解剖観察事前学習 

豊島区立明豊中学

校 2 年生 

2024 年 11 月 25 日 学校・能登里海教育

研究所 

イカ解剖観察事前学習 

豊島区立池袋中学

校 2 年生 

2024 年 11 月 26 日 学校・能登里海教育

研究所 

イカ解剖観察事前学習 

千葉県立特別支援

学校市川大野高等

学園高等部 

2024 年 12 月 2 日 学校・能登里海教育

研究所 

イカ下敷き提供 

千葉県立市川大野

高等学園 3 年生 

2025 年 1 月 22 日、

28 日、29 日 

学校・能登里海教育

研究所 

イカの解剖後の授業

（生態、漁業、気候変

動） 

館山市立西岬小学

校 5 年生 

2025 年 1 月 24 日 学校・能登里海教育

研究所 

魚の多様性と SDGs・

交流授業 

西東京市立柳沢中

学校 2 年生 

2025 年 1 月 29 日 学校・能登里海教育

研究所 

イカの生態と環境（解

剖観察事前学習）、イ

カの解剖観察 

東大和市立第三中

学校 2 年生 

2025 年 2 月 15 日 学校・能登里海教育

研究所 

イカを学ぶ授業（生

態、漁業、気候変動） 

七尾特別支援学校

輪島分校小・中・

高等部 

2025 年 2 月 18 日 学校・能登里海教育

研究所 

未利用魚の活用・豊か

な海を知る SDGs 教

育 

八王子市立横山中

学校 2 年生 

2025 年 3 月 6 日 学校・能登里海教育

研究所 

イカを学ぶ授業（生

態、漁業、気候変動） 
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宝立小中学校のイカの解剖観察 

 

西南部小学校の海洋ゴミ問題 

 

千登世橋中学校のイカの解剖解説 

 

駒込中学校のイカの生態と海洋環境 
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1－4 授業計画カードを用いた授業展開 

 

 平成 28 年度から活用を推進している「授業計画カード」は、本年度も引き続き海

洋教育支援を行うすべての学校で活用しました。 

「授業計画カード」は、学校教員と外部指導者の意思疎通を十分にはかることを目

的にしています。外部講師に依頼する際、担任など学校教員がまず希望する計画案を

記入し、それを外部指導者に示し、共同で指導内容を決定するプロセスを促進するも

のです。授業計画カードを実際の授業作成に活用するだけではなく、各学校の各授業

についてどのような準備、外部講師、器材等が必要であったか記録することにより、

基本情報（データベース）を作成しています。本年度は昨年度に引き続き、Web プラ

ットフォーム「海の授業ちえぶくろ」に授業実践例のデータベースを蓄積し公開しま

した。 

 

 

今年度授業で作成した授業計画カード 小木小学校 5、6 年生 体育 
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1－5 教材の作成・提供 

 

里海学習キット「つくってみよう！海そうふりかけ」の教育現場への提供 

2020 年度に能登町立松波中学校と奥能登の地元企業との連携のもとで開発した、海

藻やエビなど水産資源を学びながら自分で素材を調合し、好みの味のふりかけを作る学

習キット「つくってみよう！海そうふりかけキット」について、本学習プログラムを再

構築し、オリジナルふりかけ試作体験と商品化の実践支援を松波中学校 3 年生を対象に

行いました。さらに、9 月に能登町内で販売した収益から、12 月に仮設住宅にクリスマ

スカードとカイロをプレゼントし、北國新聞で報道されました。 

また、鵜川小学校 6 年生でもふりかけ作りの体験を実施しました。 

 

  

海藻ふりかけの製造 販売用に箱詰めされた海藻ふりかけ 

 

2024 年 12 月 13 日 北國新聞 
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新たなイカ教材の開発 

本年度はハイレベル海洋教育のために、イカに関する調査研究と教材開発を下記の

通り実施しました。 

・4 月 14 日にしまね海洋館アクアス（浜田市・江津市）で開催されたダイオウイカの

解剖に参加し、眼球等の資料を譲受しました。 

・金沢大学臨海実験施設の協力により、ダイオウイカの眼球等の標本作成を行いまし

た。 

・新たにイカの表皮に関する教育資料の作成を進め、暫定版となる冊子「イカの皮の

なぞに迫る！〜色素胞を観察してみよう〜」を作成しました。 

 これらを用いたプログラムを、教育イベント「海とみらいと科学の日 2024」、小木

中学校の特別授業で試行しました。 

 

 

しまね海洋館アクアスでの 

ダイオウイカの解剖 

 

冊子「イカの皮のなぞに迫る！ 

〜色素胞を観察してみよう〜」 
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1－6 活動の公開と利用促進 

 

Webサイトによる広報活動 

 能登里海教育研究所が取り組む海洋教育促進事業の内容を広く紹介するため、研究所

の Web サイトを更新し公開しています。また活動について、常に新しい情報を発信する

ために、Facebook ページと Instagram を活用し発信しています。現在、Facebook ペー

ジのフォロワーは地域の方や海洋教育に関わる方など約 930 名となりました。海洋教育

プログラムの支援・協力に及ぶ交流が生まれています。Web 上では既刊ガイドブックな

どこれまで作成した教材の PDF ダウンロードサービスも行っています。 

 

▼能登里海教育研究所 Web サイト 

  https://notosatoumi.com 

 

▼能登里海教育研究所 Facebook ページ 

  https://www.facebook.com/notosatoumikyouiku 

 

▼能登里海教育研究所 Instagram ページ 

  https://www.instagram.com/notosatoumi/ 

 

新聞・広報等による情報提供 

 能登里海教育研究所では、次頁以降に示す通り、2018 年 2 月より能登町の広報誌「広

報のと」（毎月発行）に連載記事を書いています。研究所の活動紹介を通じて海洋教育

の普及促進となることを目的としています。また学校授業における海洋教育支援や企画

したイベント等は、新聞記事に取り上げられています。 

9 月に日本緑化センターの情報誌「グリーン・エージ」No.594 に、「『里海科』授業が

育む自然との共生」のタイトルで浦田研究員の寄稿が掲載されました。 

 

 

日本緑化センターの情報誌「グリーン・エージ」No.594
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1－7 学会・研究会発表 

 

・2024 年 12 月 17 日に日本海洋教育学会「海の教育」に浦田研究員、松本研究員、能

丸研究員らの海洋教育の教育効果に関する下記の論文が公開されました。 

木村 聡・松本 京子・岸岡 智也・浦田 慎・能丸 恵理子・松原 道男・鈴木 信雄 

(2024)：海洋教育（里海科）が海の理解と学習面に与える影響に関する研究―「海

洋教育の教育効果に関するアンケート調査」より―．海の教育，第 1 巻，53-69． 

・2025 年 3 月に浦田研究員、鈴木信雄教授らがエビの教材開発に関する下記の論文を

発表しました。 

Urata Makoto, Kaneda Kouhei, Hirayama Jun, Ogiso Shouzo, Takasu Marin, 

Ohira Tsuyoshi, Yamane Fumihiro, Taira Kaori, Srivastav Ajai K, Suzuki 

Nobuo. Development of educational materials using shrimps with 

consideration for animal welfare. International Journal of Zoological 

Investigations 11(1), pp.320-326, 2025/3 

 

・2024 年 8 月 8 日に 2024 年度自然科学系アーカイブズ研究会（つくば市）にて「自

然史標本を収蔵する博物館・研究機関等における「研究資料」の現状と課題―インタ

ビュー調査結果をもとに」のタイトルで佐藤研究員が発表を行いました。 

・2024 年 10 月 19 日に喜界島サンゴ礁科学研究所主催の「KIKAI College・サンゴ塾」

にて、「日本のサンゴ礁研究の歴史と『研究の記録』」のタイトルで佐藤研究員が講演

しました。 

・2024 年 12 月 7 日に日本動物学会中部支部主催の「日本動物学会中部支部大会公開

シンポジウム」にて、「脊椎動物に至るボディプランの成り立ちについて」のタイト

ルで浦田研究員が講演しました。 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 能登モデル海洋教育の指導者と支援者の育成 
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2－1 大学における海洋教育の授業 

 

 学校教育課程での海洋教育活動の実践を支援し、普及を促すために、明星大学の教員

養成課程の学生など将来の教員となる可能性のある学生に授業を行いました。 

 

大学名・対象学部 日付 担当 講義内容 

金沢大学・ 

金沢工業大学 

2024 年 5 月 11 日 鈴木信雄・  

谷内口孝治 

海洋生化学演習（海藻の

色素分析・魚のタンパク

質と遺伝子分析、身近な

食品生化学） 

金沢大学 2024 年 5 月 23 日 浦田慎 環形動物セミナー 

（名古屋大） 

金沢大学 2024 年 7 月 1 日 浦田慎 地域概論（海洋教育） 

富山国際大学 2024 年 7 月 13 日 鈴木信雄 臨海実習 

明星大学理工学部 2024 年 7 月 24 日 浦田慎 理科教育法 

金沢大学 

生物学コース 

2024 年 8 月 19 日 鈴木信雄 海洋生物学講義 

金沢大学 2024 年 8 月 22 日 鈴木信雄 公開臨海実習（機材提供） 

神奈川大学 2024 年 8 月 26 日 浦田慎 ウニの受精と成長の観察 

金沢大学 

生命理工学類 

2024 年 8 月 29 日、

30 日 

浦田慎 生物学臨海実習 

立命館 APU 2024 年 9 月 7 日 浦田慎 里海教育実習 

金沢大学 2024 年 9 月 9 日 鈴木信雄 シティカレッジ「海の動物

の探索演習」教材提供 

石川県立大学 2024 年 9 月 24 日 鈴木信雄 里山里海フィールド実習 
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明星大学理工学部の理科教育法 

 

 

石川県立大学の里山里海フィールド実習 
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2－2 教職員に対する海洋教育支援活動 

 

昨年度に引き続き、スルメイカの観察プログラムを中心に県外展開を促進し、教員

向け研修を実施しました。これまでの支援各校に加えて、新たに豊島区の区立中学校

全校と戸田市立美笹中学校や千葉県立特別支援学校市川大野高等学園等に教職員向け

のオンライン研修会を行いました。 

県内については、珠洲市理科教員研修会で講師として指導しました。また能登里海

教育研究所主催での教員研修会を柳田小学校で実施しました（4-4 里海教育セミナー

に詳細を記載）。 

  

学校名 日付 内容 

能登町立柳田小学校 2024 年 6 月 19 日 里海教育セミナー 

八王子市立横山中学校 2024 年 7 月 23 日 イカの解剖観察研修会（教職員のほか

保護者も参加） 

豊島区中学校理科部会 2024 年 7 月 25 日 イカの解剖観察研修会 

珠洲市学校教育研究会

理科部会 

2024年 10月 16日 理科教員研修会（イカの解剖観察） 

戸田市立美笹中学校 2024 年 10 月 9 日 イカ解剖観察研修 

豊島区立千川中学校 2024年 11月 18日 イカ解剖観察研修 

珠洲市学校教育研究会

理科部会 

2024年 11月 27日 理科教員研修会（乗船調査実習、プラ

ンクトン観察） 

東大和市立第三中学校 2024年 12月 25日 イカ解剖観察研修会 

千葉県立市川大野高等

学園 

2025 年 1 月 16 日 教員研修会・イカの生態と環境 

八王子市立柳沢中学

校・千葉県立市川大野

高等学園 

2025 年 1 月 17 日 教員研修会・イカの解剖観察実技指導 

八王子市立横山中学校 2025 年 2 月 18 日 イカ観察指導研修 
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珠洲市学校教育研究会理科部会でのプランクトン観察 

 

 

八王子市立横山中学校で教員研修会 
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2－3 依頼講演・セミナー 

 

・6 月 22 日に 2024 年度 ESD-J 主催の「車座トーク」にて、「能登半島地震と里海教

育、地域の復興」のタイトルで浦田研究員が講演しました。 

・7 月 6 日に「知ってるようで知らない「北前船」を学ぶセミナー」にて、「北前船か

ら考える地域のつながり」のタイトルで浦田研究員が講演しました。 

・10 月 13 日に海辺の環境教育フォーラム 2024 の分科会２「海といっしょ、地球と

いっしょ」にて、浦田研究員・能丸研究員が、小木中学校の浦田羽菜さんと共に話

題提供し、総合討論に参加しました。 

・12 月 7 日に北陸 ESD 推進コンソーシアム主催の「北陸ユネスコスクール教育実践

交流・SDGs･ESD オンライン講座」にて、「被災地で学びをつなぐ～能登里海教育

研究所の果たす役割」のタイトルで能丸研究員が講演しました。 

・12 月 15 日に東北大学災害科学国際研究所・石川県立大学による「2024 年度災害レ

ジリエンス共創研究プロジェクト」主催の「【石川✕東北 研究者対話セミナー】能登

の里山里海文化の復旧復興と継承を考える：東日本大震災の教訓から」にて、「公教

育が支える里海の持続性：創造的な復興教育への挑戦」のタイトルで浦田研究員が講

演しました。 

・1 月 25 日に北陸 ESD 推進コンソーシアム主催の「北陸 SDGs 未来都市人材育成・

教育フォーラム 2025」のゲストとして浦田研究員が話題提供しました。 

・2 月 1 日に北陸 ESD 推進コンソーシアム主催の「2024 年度北陸 ESD コンソーシア

ム成果報告会『R6 能登半島地震に学ぶ〜地域のレジリエンスと ESD〜』」にて、「被

災地で学びをつなぐ・学校教育コーディネーターの果たす役割」のタイトルで浦田研

究員が講演しました。 

・3 月 7 日に日本学術会議環境学委員会環境思想・環境教育分科会主催の公開シンポジ

ウム「多世代・多分野交流による環境・SDGs 教育会議 〜環境問題に関心のない人

をどのように巻き込んでいくか？〜」にて、基調講演「被災地で学びをつなぐ～能登

里海研究所が果たす役割～」と題して浦田研究員と能丸研究員が講演しました。 
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日本学術会議環境学委員会環境思想・環境教育分科会主催の公開シンポジウムの様子 

 

 

海辺の環境教育フォーラム 2024・分科会 2 の総合討論の様子 

 

 



 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 海洋教育の社会展開とハイレベル地域海洋教育 

プログラム開発 
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3－1 里海復興教育プログラムの開発・提供 

 

 復興教育プログラムとしてコーディネートする新たな海洋教育プランについて、関係

者と調整を進め開発・提供しました。 

 

・10 月 11 日に地震の影響で大きく隆起した輪島市の黒島海岸において、小木小学校の

4～6 年生を対象とした特別プログラムを試行しました。浦田研究員が現場案内と解

説を行いました。 

 

 

黒島漁港での観察 

 

・2 月 4 日に、9 月の奥能登豪雨で大きな影響を受けた町野川において、柳田小学校と

町野小学校の 4 年生を対象とした「里川復興プログラム」を実施しました。ゲスト

ティーチャーとして、のと海洋ふれあいセンターの荒川裕亮氏にお話ししていただ

きました。 

 

 

里川復興プログラムの様子  
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3－2 令和 6 年能登半島地震災害の復興支援活動 

 

・藤原ナチュラルヒストリー振興財団の能登各校の理科機器の無償支援事業について、

アドバイザーとなった浦田研究員を中心に募集要項の作成、助成内容の検討などに

協力しました。6 月 20 日付北陸中日新聞にて、学校の理科教材の被害とその支援が

記事として取り上げられました。 

 

 

 

2024 年 6 月 20 日 北陸中日新聞 
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・福島県の NPO 法人 makana の支援によるタッチレス水栓ポンプの学校等への提供

を引き続き行いました。断水による手洗い場の不便を解消し、衛生環境の向上により

被災地での感染症の拡大防止を図ることを目的としています。4 月には七尾特別支

援学校珠洲分校に設置しました。 

 

 

石川県立七尾特別支援学校珠洲分校にお渡ししたタッチレス水栓ポンプ 

 

・数千年に一度とも言われる今回の地震災害の記録を後世に残し教材化を図るため、4

月中旬に能登町と珠洲市の大規模被災地のドローン撮影を行いました（撮影協力者：

岡村辰雄氏）。 

 

 

津波による被害（珠洲市宝立） 

 

２年連続の被災地（珠洲市正院） 

 

山の崩落と海岸隆起（珠洲市仁江） 

 

天然記念物の崩壊（珠洲市見附島） 
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3－3 その他の海洋教育の社会展開 

 

・7 月 18 日に豊洲市場で大日本水産会魚食普及推進センターとの共催でイカの観察教

室「目指せ！イカ博士！イカを観察しよう！」を開催しました。 

・7 月 27 日に金沢海みらい図書館で開催の「海とみらいと科学の日 2024」において、

イカの色素胞に注目したハイレベルな教育プログラムを実施しました（4-5. 海とみ

らいと科学の日 2024 に詳細を記載）。 

・8 月 11 日に千里わくわくラボとの共催で、箕面市で一般児童生徒を対象としたウニ

の受精観察プログラムを実施しました。 

・8 月 20 日に能登町主催の姉妹都市交流事業に参画し、宮崎県小林市と能登町の中学

生が参加する海洋体験学習プログラム（磯の生物観察・スノーケリング体験）を支援

しました。 

・9 月 15 日にのと海洋ふれあいセンター主催の「プランクトン観察会」が開催され、

浦田研究員が解説しました。 

・2 月 15 日に NPO 法人山の自然学クラブ主催の自然学講座「海岸遊歩道で学ぶ生物

と環境」にて、浦田研究員が全国から集まった参加者とともに能登町の海岸を見学

し、のと海洋ふれあいセンターで講義を行いました。 

・2 月 18 日に七尾特別支援学校輪島分校で谷内口事務局長が開発・支援した新規プロ

グラム「未利用魚の活用・豊かな海を知る SDGs 教育」を実施しました。 

 

2024 年 9 月 18 日 北陸中日新聞 

 

 



 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 海洋教育に関する情報の共有と発信  
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4－1 第 7回いしかわ海洋教育フォーラム 

 

 2025 年 2 月 22 日にイベント「第 7 回いしかわ海洋教育フォーラム 復興教育研究

の最前線 能登の里山里海・生物多様性の変動を探る」を企画し、オンライン開催しま

した。能登里海教育研究所主催、金沢大学環日本海域環境研究センター共催、石川県教

育委員会の後援で実施し、全国から 60 名を超える参加がありました。 

能登半島地震や奥能登豪雨を経て能登の生物にどのような影響があったのか、大学や

石川県で調査されている最新の状況について 5 人の方々にお話しいただきました。 

 前半では、のと海洋ふれあいセンターの荒川裕亮氏から、岩礁海岸の沿岸生物に対す

る隆起の影響について、金沢学院大学の佐々木圭一教授から、キクメイシモドキに対す

る隆起の影響についてご発表いただきました。島根大学の吉田真明准教授からは、環境

DNA 調査による能登復興プロジェクトについて、広島大学の豊田賢治助教からは、震

災前後の海産無脊椎動物の分布の変化について、東北大学の岩﨑藍子助教からは、東日

本大震災の際の磯の生物群集の変化についてご発表いただきました。 

後半のプログラムでは、「能登の生物多様性を活かした復興教育プログラムにむけて」

をテーマにパネルディスカッションを実施しました。参加者によるアンケート結果を後

掲します。 

 

▼パネルディスカッション 
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▼全体プログラム      

    司会進行：能丸恵理子（能登里海教育研究所 研究員） 

14:00 

 

開会挨拶                       

  早川和一（金沢大学 名誉教授・能登里海教育研究所 代表理事） 

14:10 講演  

 荒川裕亮（のと海洋ふれあいセンター） 

「隆起した岩礁海岸における沿岸生物の変化」 

 佐々木圭一（金沢学院大学） 

「令和 6 年能登半島地震での地震隆起によるキクメイシモドキの大量

死滅」 

 吉田真明（島根大学） 

「ANEMONE 環境 DNA 調査と能登復興プロジェクトの展開」 

 豊田賢治（広島大学） 

「震災前後における海産無脊椎動物の変化」 

 岩﨑藍子（東北大学） 

「震災後の生物多様性の変化―東日本大震災後の磯の生物群集を例

に」 

16:00 

 

 

総合討論「能登の生物多様性を活かした復興教育プログラムにむけて」 

 

 

16:20 閉会挨拶                       

  鈴木信雄（金沢大学環日本海域研究センター 教授 

／能登里海教育研究所 理事） 
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2024年度 第 7回いしかわ海洋教育フォーラム 参加者アンケート結果 
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（回答理由） 

・面白かったので 

・興味深い話が多かったので、また参加したいと思いました 

・環境教育研究に重要な観点故 

・様々な観点から能登の震災の影響や回復過程、今後の予測などを学べて大変参考になっ

た。 

・興味のある講演があれば参加したい 

・能登の生物を知るとてもよい機会でした。遠方なので、オンラインでこうした機会があれ

ば、またぜひ参加してみたいと思います。 

・生物・生態学と地学をむすぶ内容は，地震隆起の指標としての潮間帯生物を対象としてい

る自身の研究にも学ぶことが多いため， 

・研究データが論文化されるには時間がかかり、学会発表では学会員以外は聞けないため、

一般向けに早い段階でデータを教えてもらえるのは大変ありがたいです。 

オンラインなら聞きやすいと思うので、大学生や高校生の聴講者がもっと多数いるとい

いなと感じました。 
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・能登半島の研究教育活動を包括して情報発信している期間がないため 

・どの講演も今後の能登の沿岸域における生物多様性に関して、知見を深めてくれる内容で

した、ありがとうございます。 

・海の環境教育に係わっていたことがあるので。 

・震災から一年を経て、最新のデータを用いた研究についてお聞きできる機会が周囲にあま

りないため、今後もこういった機会があればぜひ参加したく思います。 

・知らないことをたくさん教えていただきました。 

・新たな気づきやヒントが多数あったため。 

・生物多様性や地域での教育に興味があるので、これまで参加していますし、予定が空いて

いれば、引き続き参加したいとお思います。 

・大きな地震に見舞われたことで、能登半島が生態系の変化、回復を研究するフィールドと

して注目されていることがわかった。これからも新しい成果を聞くことができると思う

ので期待しています。 

・WEB、土曜日で参加しやすかった。 

 

 

 

登壇者への感想やメッセージ 

・面白かったです！ 

・岩崎先生へ 興味深い話をありがとうございました。震災後 10 年たっても回復していな

いのには驚きました。初期遷移のスピードよりも回復の方が時間がかかるのですかね。。 

・有難うございました。生態系に対する影響を人間活動と自然災害から定量的に評価する方

法論は？ 

・何がいたのか、何がいるのか、知り記録することが未来の人たちへ向けた義務だなと思い

ました 

・ご講演ありがとうございました。 

・貴重な成果をご発表下さいまして，ありがとうございました． 
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・個人ではなかなか行く機会がなく、いずれも能登のリアルな現状を知る貴重な発表報告で

した。ありがとうございます。以前からモニタリングしていた最中に環境擾乱があり、

前後で比較できるのは重要で、素晴らしいですね。地道な調査研究の価値を改めて感じ

ました。 

分野の異なる研究者が一同に会し、情報共有することも大切だと思います。 

「復興教育」の考え方には様々な意見があると思いますが、１年目から進められていると

ころが凄いです。東北での経験も共有されているのだとすると、それが人間の智慧なの

だと思います。 

・佐々木様 鹿磯漁港のキクメイシモドキは凝灰岩に着生していたとお話しされていたの

ですが、絈野(1993)では、このあたりの地質は石灰質シルト岩となっていますが、この

シルト岩とは、泥岩ではないでしょうか？潜って調査するようなことがあれば、お手伝

いできることもあるのでは？と思っております、よろしくお願いいたします。 

岩崎様 潮間帯調査でのトリカルネットを方形枠として使う様子をスライドで拝見し、

とても参考になりました。沈下した場所にいまだに戻ってきていない種もいるという話

も今後の参考になります。ありがとうございました。 

・最近サンゴについて興味を持ち、キクメイシモドキのニュースを拝見してフォーラムに参

加させていただきました。今回のフォーラムでプランクトンや貝など、興味の幅が広が

り、また能登半島の復興についても今一度深く考えるきっかけになりました。本日は貴

重なお話をありがとうございました。 

・能登にサンゴがいるとは知りませんでした。私も、歩いて探してみたいです。 

・貴重な情報提供をありがとうございました。 

・能登の海の生態系が、今後どのように回復、変化していくか。群集の多様性の評価など、

継続的にデータを集めていくには膨大な労力が必要ということも良くわかりました。こ

れから、河川や農地にも研究が広がっていくとのことで、楽しみにしています。キクメ

イシモドキのような新しい発見も期待しています。 

 

能登里海教育研究所へのメッセージ 

・頑張って下さい 

・海洋学習の学びの場の普及を頑張ってください 

・良いフォーラムだったと思います。 

・大事な役割を担っていくと思うので応援しています 

・現在、岩礁性の海草の研究を行っており、本日の皆様の講演も大変ありがたく拝聴いたし

ました。近いうちに能登でも調査を行いたいと思っておりますので、ぜひ里海研様とも

協力しながら能登の地域、社会へも貢献できるような形を考えられますと幸いです。 

・父が能登町小木の出身なのでなんとなく思い入れがあります。今後も応援しております。 

・貴重な場を提供下さいまして，ありがとうございました． 
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・これからも頑張って下さい。 

・今後とも能登半島の教育研究の強固な基盤として活躍されてください！ 

・困難な状況が続く１年を乗り越えて活動されているご様子に、こちらが勇気を頂き、励ま

されます。調査・研究・教育のネットワークが広がっていて、皆さまのご努力の証と思

います。どうぞお身体に気を付けて頑張ってください。 

・いつもありがとうございます 

・最新のデータを用いた専門家の方々の知見に触れられる機会を設けていただき、ありがと

うございました。私自身は海に関する学校教育をあまり受けていなかったので、幼少期

にこういった活動に触れてみたかったと心から感じました。愛知県在住のため現地に足

を運ぶことが難しい身ではありますが、デジタルアーカイブにより後から学ぶ機会が残

されていることを大変ありがたく感じます。またこういった機会がございましたらぜひ

参加してみたく思います。 

・とても有意義なご講演でした。ありがとうございました。次回も参加したいです。 

・ありがとうございました。このような企画を是非定期的に開催していただければと思いま

す。本日はお疲れ様でした。 

・今回の講演会のように、里海研がコーディネートすることで、地域の教員や研究者、地方

公共団体職員、大学教員の交流がしやすくなると思います。引き続きのご活躍を祈念し

ます。 

・能登半島地震の前から、研究だけでなく、地域や子供達を巻き込んだ取り組みを継続され

ているとのこと、引き続き注目していきたいと思います。 
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4－2 Webプラットフォーム「海の授業ちえぶくろ」 

 

 海洋教育の授業実践事例を蓄積し、一覧できる Web プラットフォーム「海の授業ち

えぶくろ」を 2022 年 1 月 25 日に正式公開、授業実践と並行して更新し、2024 年 3 月

現在、約 40 件の海の授業の実践事例を公開しています。学校の先生には、過去の事例

をスムーズに再現し、磨きをかけて次の授業に活かしていただくため、保護者や地域の

方には、海洋教育が何をしているのかを見ていただくことを目的に、誰にでも気軽にご

覧いただける事例集になっています。 

 

▼「海の授業ちえぶくろ」サイト 

  https://chiebukuro.notosatoumi.com/ 
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4－3 災害復興デジタルアーカイブ「のと・きろくとまなびと」 

 

令和 6 年能登半島地震及び奥能登豪雨の影響とその後の復興の記録を収集・公開する

ことと、復興教育・防災教育への利活用を目的として、災害復興デジタルアーカイブ「の

と・きろくとまなびと」を 2024 年 12 月 27 日に正式公開しました。 

 まずは里海研が震災以前から取り組んできた活動を背景とし、発災後の活動の記録、

自然環境も含む被災状況の記録、そして被災後の困難の中で実施してきた海洋教育支援

の記録などを公開しました。今後は、公民館等の地域の組織や個人の方など、趣旨にご

賛同いただける方々からも情報を提供していただきたいと考えています。 

 

▼「のと・きろくとまなびと」サイト 

  https://ddarchive.notosatoumi.com/ 

 

 

 

2025 年 1 月 21 日 北陸中日新聞 
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4－4 里海教育セミナー 

 

2016 年度より開始した里海公開セミナーは、本年度は 6 月 19 日に柳田小学校で教

員研修会として実施し、のと海洋ふれあいセンターの荒川裕亮氏に「町野川の淡水魚宇」

のタイトルで講演をいただきました。 

 

 

 

 

柳田小学校で開催したセミナーの様子 
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4－5 海とみらいと科学の日 2024 

 

 金沢海みらい図書館においてイベント「海とみらいと科学の日 2024」が 7 月 27 日

に開催されました。能登里海教育研究所と金沢大学環日本海域環境研究センター臨海実

験施設が協力し、海の実験教室「イカの皮のなぞに迫る！〜色素胞を観察してみよう〜」

と「海のいきものタッチプール」を実施しました。関連企画として、図書館のギャラリ

ーに一般公募した写真を展示する「海の写真展～能登の海のいきものたち～」を行いま

した。イベントの様子は後日、海と日本プロジェクトの YouTube チャンネル

（https://www.youtube.com/watch?v=2pPgsdcyiZY）で配信されました。 

 

 

タッチプール 

 

 

海の写真展 
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（アンケート集計結果の提供：金沢海みらい図書館） 
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4－6 国立科学博物館の巡回展「キモかわすごい！海の骨なしどうぶつの世界」 

 

 国立科学博物館との共催で巡回展「キモかわすごい！海の骨なしどうぶつの世界」を

七尾市と能登町で開催しました。 

七尾市の「のと里山里海ミュージアム」では、10 月 12 日～11 月 10 日の期間に開催

されました。11 月 10 日に行われたクロージングイベントでは、国立科学博物館の並河

洋先生が博物館の役割と自然史標本を収集し保管することの重要性について基調講演

されました。続く大学生とのトーク・ディスカッションでは、学生たちの生物多様性研

究や、能登の魅力・海洋教育の情報発信などが紹介されました。科博の研究者だけでな

く、のと里山里海ミュージアムの職員も七尾高生など来場者とともにディスカッション

に加わって、活発な意見交換が行われ、とても有意義な機会となりました。クロージン

グイベントについては、海と日本プロジェクト in 長野のウェブサイト

（https://nagano.uminohi.jp/report/notonomirai/ ）でも紹介されています。 

また、コラボ展示として、金沢大学環日本海域環境研究センターの第 3 回絵画コンク

ール「海と人と生き物と」（4-7. 絵画コンクール「海と人とのつながり」 に詳細を記

載）の受賞作品展もおこなわれました。 

 

 

のと里山里海ミュージアムでの展示の様子 

 

 

七尾高校の生徒による研究ポスター 
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能登町の「のと海洋ふれあいセンター」では、12 月 12 日～2025 年 1 月 25 日の期間

に開催されました。奥能登 4 市町の全小中学校及び特別支援学校の全児童生徒にチラシ

を配布しました。 

 

 

 

のと海洋ふれあいセンターでの展示の様子 
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4－7 絵画コンクール「海と人とのつながり」 

 

 昨年度に引き続き金沢大学環日本海域環境研究センター主催の第 3 回絵画コンクー

ル「海と人と生き物と」に協力しました。 

11 月 24 日には表彰式が開催され、受賞作品展を 12 月 4 日まで開催しました。 

 

 

どんたく宇出津店での展示の様子 

 

 

表彰式の様子 
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4－8 海と日本 PEOJECT 

 

本年度は、海が抱える社会課題を長野県から解決することを狙いとした「長野県高校

生海の政策コンテスト」に浦田研究員がプロジェクトアドバイザーとして参画し、企画

調整に協力しました。また下記の通りスタートアップ合宿が開催され、次年度以降も引

き続き支援する予定です。 

 

・3 月 26～28 日、公募により選抜された長野県内の高校 1 年生 9 名が富山県を経て能

登に来訪し、トレーニングプログラム参加とあわせて政策立案に向けての情報収集

を行いました。浦田研究員からは、能登における海洋環境と資源利用の現状と課題に

ついて概説した後、政策課題立案の基本的な進め方を指導しました。また長野放送の

担当者、大学生メンターとともに今後の高校生へのサポート体制について協議調整

しました。 

 

 

七尾市での定置網漁の見学（3 月 27 日） 
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